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近年、民族誌映画祭（Ethnographic Film Festival）を中心と
した研究交流が、各国で展開している。本共同研究「映像民
族誌のナラティブの革新」は、これらの研究動向を踏まえ、
文化の記録と表象における表現の地平を理論的・実践的に開
拓することを目指している。本研究では、人類学における映
像実践の国際的な研究潮流の分析を行うとともに、共同研究
のメンバーが実践する民族誌映画制作、音や写真のインスタ
レーション等の報告や議論を経て、映像民族誌の新たなナラ
ティブを創造し、人類学および隣接する学問へその可能性を
提言することを目指している。ここでは、国際的な研究動向
とのつながりの中で、本共同研究メンバーの作品や活動につ
いて紹介したい。

民族誌映画の議論のアリーナ
民族誌映画祭は、最新の民族誌映画が議論されるアリーナ

であるが、人類学的な関心に基づいて映像制作を行う研究者
による作品だけでなく、映像作家やテレビ番組を制作する報
道関係者、コンテンポラリーアートの文脈の作家による作品
もみうけられる。欧州では人類学映画祭機構（Coordinating 

Anthropological Film Festivals in Europe）に 17の映画祭が加
盟している。各映画祭は、開催を通して、作品の収集・アー
カイビング、各国の映像人類学研究の潮流の分析を推し進め
ている。英国王立人類学協会が隔年で実施する民族誌映画祭
では、無形文化部門、物質文化・考古学部門、学生作品部門
をはじめとする各種のコンペティションが開催され、作品
審査が行われている。同じく隔年で開催されるドイツのゲッ

ティンゲン国際民族誌映画祭では、学生部門以外には審査を
伴うコンペティションは設けられていない。その代わり「移
民」、「ジェンダー」、「食文化」、「アクティビズム」等、開催
する年によってテーマを設定し、出品作を募り、同様のテー
マを持つ複数の作品を上映し、それぞれの制作方法論に関す
る議論が活発に行われる。
日本では、以上のような民族誌映画の国際的な論壇と呼応

しつつ、活動を展開させる人類学者は少なかったが、映像制
作の実践の機運の盛り上がりとともに、民族誌映画祭への出
品が近年増える傾向にある。そのようななか、人類学に関連
する学術映画祭や国際会議において、日本の研究者による民
族誌映画の上映プログラムが組まれる機会も生まれてきた。

共同研究メンバーの作品
2013年 8月にマンチェスター大学で開催された国際人類

学民族科学連合（International Union of Anthropological and 

Ethnological Sciences, IUAES）会議、さらに 2014年 5月に幕
張において開催された同連合中間会議において、本共同研究
メンバーの作品によって構成される特集上映プログラムが開
催された。本会議において、田沼幸子（首都大学東京、当時
は大阪大学）は、調査地であるキューバで出会い、親しくして
いた友人たちが、キューバを去り、世界各国において生活す
る姿を追いかけた作品『Cuba Sentimental』（60分、2010年）
を発表した。本作では、対象の人々を他者として客体化する
のではなく、彼ら／彼女らの言葉を直接聞く田沼の経験の再
現を試みている（田沼　2015）。従来はプロのナレーターに

『Ana Botol』（監督 Yoshinari Morita）より抜粋。
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よる「民族」についての教示的かつアカデミックな解説を基
軸に展開し、そこに補足的に映像が組み込まれる様式の作品
が、民族誌映画のイメージ形成に大きな影響を与えてきたと
いえる。しかしながら、本作の中軸になる田沼自身による語
りは、「民族」を科学的・中立的に表象する解説モードでは
なく、田沼と友人たちの関わりについてのパーソナルな内容
であり、制作者の私情、感情を豊かに表現している。また森
田良成（大阪大学）による、西ティモールのアナ・ボトルと
呼ばれる、廃品を集めて売る男たちを対象とした作品『Ana 

Botol』（43分、2012年）でも、森田自身によるナレーション
が作中において使用されるが、そこでは、森田と対象の人々
の関係の中で生起したエピソードも盛り込まれている。対象
の人々の民族誌的情報のみならず、調査者の想いや心情の吐
露を、人類学者自身の語りを通して行うことにより、人類学
者が、同時代の人間として被写体とともに生きる現実を描写
する試みである。
田沼による上記の作品は、ドイツのゲッティンゲン国際民

族誌映画祭や、山形国際ドキュメンタリー映画祭において上
映されるとともに、森田作品とともにゆふいん文化・記録映画
祭松川賞を受賞している（田沼は 2011年、森田は 2012年）。
近年、映像をアカデミックな論述に対して付加的な対象

としてとらえる傾向や、さらに視覚的情報に偏重して作品を
構築する態度を批判し、人の知識と映像の関係を、感覚の多
様な働きの中でとらえる重要性を指摘するセンサリーメディ
アの実践などが盛り上がりを見せている（川瀬 2015）。セン
サリーメディアには、特定の空間における音、テクスト、写
真、モノのインスタレーションや人の心象に基点を置いた
マッピング、研究者自身による身振り、手振りや語りを含む
パフォーマンス、あるいはこれらを組み合わせて提示する方
法が挙げられる（川瀬 2014）。民族誌映画の制作の現場でも、
以上のセンサリーメディアの影響を受け、その方法論を援用
しながら多様なイメージや音の組み合わせによる表現が試さ
れ、映画の様式が多様化する傾向にある。上記の IUAESの 2

つの会議において発表された分藤大翼（信州大学）による『jo 

joko』（61分、2012年）は、カメルーン共和国の熱帯雨林地
域に暮らすバカ（Baka）の人々の食文化をテーマに、人と自
然の関わりを描く作品である。分藤は、同じくバカの人々を
対象に撮影された『Jengi』（19分、2008年）さらに、『Wo 

a bele―In the Forest―』（30分、2005年）においても共通
する独自のスタイルであるが、時系列を持つ理路整然した物
語のナラティブに対象を回収しない。対象を極めて近くから
とらえるクロースショット、逆再生、早送り等、斬新なモン
タージュを用いつつ、対象の人々の食に関する日常の営みを
視聴者に観察させるシーンが並列されて作品が構成される。
民族誌映画の歴史の中では、制作者の存在があえて作中で

明らかにされない観察フィルムが、長い間その主流を占めて
いたといえる。撮影者の姿を、映画の中ではあからさまに出
さないという形での「演出」が好まれる理由は、参与観察を
中心とするフィールドワークを調査法にしてきた人類学では
自然な成り行きととらえることが可能である。映画の演出や
表現を軸に多様な方法論の探究が展開する現在の民族誌映画の
アリーナにおいても、観察フィルムの制作が依然として推奨
され、民族誌映画の様式に影響を与え続けている現状がある。
分藤の全作品においては、長まわしのクロースショットに

よる対象の観察シーンが多用される。それらのショットは、対
象の手元や、熱帯雨林の多様な食物をまるで嘗め回すかのよう
に記録し、視聴者の嗅覚や味覚等の感覚を刺激する。分藤はさ
らに、あえて抽象的な映像を用いることによって熱帯雨林のサ
ウンドスケープを強調させるモンタージュを用いている。柳沢
英輔（同志社大学）と民族音楽学者の Vincenzo Della Rattaに
よるベトナムの葬送儀礼を描く『Po Thi』（33分、2014年）
や、『Ultrasonicscapes』（9分、2008年）を中心とする柳沢
の一連のサウンドスケープによる映像作品は、分藤作品とと
もに、民族誌映画に見うけられる視覚偏重型の観察の在り方
に対して問題提起する。同時に、音の記録、表象を主体に、
映像人類学を再構築しようとする試みであると捉えることが
できよう。

結びにかえて
映像人類学は、研究者の感覚や感情を軸にした新たな映像

実践を中心に大きく変化しつつある。このような世界的な風
潮の中で、研究者個人のパーソナルな物語、感覚的、印象的
な表現に帰結するのではなく、対象の人々とのつながりのな
かから、対象社会の民族誌的な記録として作品を昇華させて
いくことが大きな課題となる。一方、アートと人類学の実践
における親和性に着目し、コンテンポラリーアートの視点か
ら、人類学のフィールドワークや民族誌の方法論を検討する
動向もある。今後は、人類学者の側から、アートや映画界に
おける民族誌映画、あるいはインスタレーション作品の表現
に援用可能な方法論の考察を具体的に行っていくことも必要
であろう。
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『Po Thi』（監督 Eisuke Yanagisawa/Vincenzo Della Ratta）より抜粋。


